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1 はじめに
SNSにおけるいじめや自殺問題への対策は重要な課

題であり，対策方法の検討がされている．中央管理型

の SNSであるTwitterでは，ユーザ間のトラブルを防

止する機能として，危険な単語を排除する機構を備え

ている他，自傷行為をしているアカウントを報告する

などの機能が存在するが，分散型 SNSではサーバが個

人によって管理されるため対策機構が存在していない．

社会心理学で提唱された自己評価維持モデルでは，他

人との関係が自己評価に大きな影響を与えるとされて

おり，agent-based modelによる自己評価計算モデル

で自己評価が低下する状況では自殺が増加することが

指摘されている [3]．本研究では分散型 SNSのひとつ

であるMastodonに注目し，自己評価の低下を防ぐた

めのユーザ支援機構を提案する．

2 研究背景
2.1 自己評価維持モデル

自己評価維持モデルとは，人間が自己評価を維持も

しくは向上することを動機づけられていること及び他

人との関係が自己評価に大きな影響を与えるというこ

とを述べたモデルである [4]．自己評価とは主観的な評

価であり，他者から見た自分ではなく，自分から見た自

分を評価したものである．また他人との関係の喪失が自

殺に影響を与えることが，Durkheimらによって述べら

れている [1]．この自己評価維持モデルとDurkheimの

法則に基づき，Agent-based modelを用いて自己評価

を計算する機構が提案されている [3]．このモデルでは

ソーシャルネットワーク G = (V,E, ω)の V を agent，

E をエージェント間の繋がりとすることで以下のよう
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に表現できる．

E ⊆ V 2\{(u, u)|u ∈ V }

ωはそれぞれのEに対する繋がりの重みE → [0, 1]で

あり，この ω が高ければ高いほど強い繋がりを持つ．

例えば ω(u, v) = 1はとても強い繋がりを意味する．こ

のようなネットワークから自己評価を求めたいノード

を egoとし，そのノードに対する ego-networkを設定

する．ego-networkでは，あるノードと隣接するそれぞ

れのノード及びエージェント間のエッジEと ωを考慮

し，そこから自己評価 ϵを求める．このときの自己評

価 ϵは ego-networkを隣接行列で表現した際の egoに

対する固有ベクトル中心性である．またネットワーク

Gが変化した際，自己損失 γを以下のように定義する．

γ(v) = 1− ϵ′(v)

ϵ(v)

2.2 Mastodon

Mastodonは分散型 SNSと呼ばれる SNSの一つで

ある1．Mastodonでは，個人がインスタンスと呼ばれ

るサーバを所有することができ，管理することが可能

である．インスタンスにはそれぞれ管理者が目的を設

置したり，どういったメディアについてコミュニケー

ションを取る場所であるかを設定したりすることで，そ

れぞれが特色を持ち，そこに所属している人たちがコ

ミュニケーションをとっている．

3 試作システムの概要
図 1に本機構の構成図を示す．Mastodonインスタ

ンスに改良を加え防止機構を備えるには，全てのイン

スタンスに新たな機構を挿入しなければならないため，

本機構ではクライアントサイドでの提案を行う設計に

している．ただしユーザの情報やユーザに何らかの提

案を行う機能に関しては，サーバサイドで計算するこ

とが望ましいため，サーバサイドとクライアントサイ

ド両方の実装で実現する．サーバサイドではユーザの

繋がりの重み計算機構と自己評価計算機構，及びある

1https://github.com/tootsuite/mastodon
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図 1: 試作機構の構成図

ユーザをフォローした際の将来的な自己評価の変化を

計算する機構を備える．クライアントサイドでは基本

的なMastodonクライアントアプリケーションとして

の機能のために Mastodon APIと通信が可能であり，

前述した自己評価管理サーバと通信することで支援を

行う．自己評価を計算する機構を使用するためには，前

述したように自己評価を計算したいユーザとその周り

の人々との繋がりの重みが必要となる．SNSの情報か

らユーザ間の繋がりの重みを計算する手法については

Gilbertらによって提案されており [2]，この計算手法

によってMastodon上での自己評価の計算が実現可能

となる．これらの機能は後から標準の機能としても組

み込めるよう，既存のライブラリと親和性が高い設計

にしている．

図 2にユーザインタフェースの一部を示す．クライ

アントアプリケーションはサーバから受け取った情報

を元に，自己評価が向上するようなユーザの推薦及び

自己評価が維持することを目指す．自己評価はある期

間に区切って計算することで，自己損失を計算するこ

とができるため，この自己損失を使用することで長期

的にユーザの自己評価を管理できる．例えば，以前と

比べて自己評価が低下しているユーザに対して，後述

するコミュニケーションを促す頻度を多くすることで

向上を行う．繋がりの重みにはコミュニケーションの

頻度やその内容が大きく関わってくるため [2]，タイム

ラインに自分と繋がりが強いユーザを表示することで，

自己評価を向上させるためのコミュニケーションを促

す．また周りのユーザの自己評価を向上させるために，

ユーザの周りの自己評価が低いが，自分との繋がりが強

い人とのコミュニケーションを提案する機構を備える．

4 結論
Mastodonユーザの繋がりを支援するためのユーザ

提案機構と，繋がりを維持・向上するための機構を提

案および試作をした．分散型 SNSであるMastodonに

図 2: 試作機構のユーザインタフェース

はインスタンスの概念が存在するため，自己評価向上

のために周りの人間からアプローチを広げる他，現在

所属しているインスタンスから他のインスタンスとも

繋げる方法を探るのが今後の課題となる．また繋がり

を維持するということはコミュニティの質を維持する

という問題にもつながるため，ユーザにとって快適な

支援機構およびユーザインタフェースを提供し，対話

的かつ長期的なサポートが必要となると考える．
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